
こたえ

1: (1) 石狩平野　(2) 庄内平野　(3) 越後平野
い し か り へ い や しょうない え ち ご

2: ウ → イ → エ → ア（田おこし → しろかき → 田植え → 稲かり）
いね

3: 夏の気温が高く、日照時間が長い・広い平野とゆたかな水がある

みてあげる ところ

アは石狩平野（北海道）、イは庄内平野（山形県）、ウは越後平野（新潟県）です。仕事の
い し か り へ い や しょうない え ち ご

順は 田おこし→しろかき→田植え→稲かり です。米づくりには、夏の高い気温と長い日照
いね

時間、広い平野とゆたかな水が向いています。
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こたえ

1: 沿岸漁業―海岸の近くで、日帰りでとる　沖合漁業―日本の近くの海で、数日かけてと
えんがん

る　遠洋漁業―遠くの海で、長い期間かけてとる　養殖業―いけすなどで、大きくなるま
ようしょく

で育ててとる　さいばい漁業―たまごからかえした稚魚を海に放し、大きくなってからと
ち ぎ ょ

る

2: (1) ○　(2) ×

3: 親潮（千島海流）
おやしお

みてあげる ところ

沿岸漁業は海岸近く、沖合漁業は日本の近くの海で数日、遠洋漁業は遠くの海で長い期
えんがん

間。養殖業は大きくなるまで育て、さいばい漁業はたまごからかえした稚魚を海に放して
ようしょく ち ぎ ょ

からとります。
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こたえ

1: ① 食料自給率

2: (1) ○　(2) ×　(3) ○

3: 地産地消―地元でとれたものを地元で食べること　トレーサビリティ―食品の生産や流

通の記録をたどれるしくみ　輸入―外国から品物を買い入れること

みてあげる ところ

日本は多くの食料を輸入にたよっています。米の自給率は高く、小麦や大豆の自給率は低

くなっています（どちらも年によって数字は変わります）。
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